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64. ヒスタミン� (H)による免護反Joの抑制

鈴木皇室一，雨宮 治

〈国立循環器病センター)

マウス騨結胞の� H receptor (Hつリンパ球� (Ly)の

作用を検討した。� PヨA，LPS反志が� H 1O-3-1Q.9Mで

抑制され， この抑制は� H 2 receptorの� agonistで詰

抗された。反応抑制は，� a伍nitycolumnで日+Lyを

除くと消失したo Nu/Nuマウスの� Lyは百で抑制さ

れないが，同系+/+マウスの� T紐抱を加えると抑制され

る諜になった。また，� Lyを日と24時間培養すると抑制

性T維胞が誘導できた。� 

65. 食道癌表層進展例の検討

本島鵠司， 鍋谷欣市， 詰問健夫

小野沢君夫，諸)11弘志，李思元

新井裕二 〈杏林大・第2外科)

昭和48年以来，杏林大学第2外科で辻原発性食道癌� 

136例経験し，� 108例に切除術を行なった。予後は� 1生率� 

59%， 3生率28%，5生率18%であった。

表層型食道癌例を扶覧L.，食道癌表量進展併の検討を

行なった。径� 2cm以下の不整形の症例と全罵性に進展

した症例も深達度は� m であり粘膜第板� m，m ~こ達して

いなかった。半周以下の進展例にもかかわらず，すでに

粘膜結核に達していた例もみられ，また早期に境界明諜

な潰蕩形成のみられた症併もあった。さらに表屠拡大進

展を示した例は� mp.に達した病巣をほぼ中心として同

心円状に深達度が設くな予最外周には� Dysplasiaもみ

られた食道全席にわたって約8cm長に病巣がみられて

いた。

われわれ辻3 術前非原封筒より食道謹のなまの姿を検

討し表層進農，壁内進展の検索を行なっている。� 

66. 北里大学におiする腎移植の現況� (VI)

渡部浩二，柏木登

_(北呈大・臓器移植〉 

1980年12月現在，移植総数は141例，生体腎122，死体

腎19倒。生着率はそれぞれ57，16%，生存率は，それぞ

れ82，79%。最近2年間の生着率詰，� 86，20%，生存率

は96，90%，拭免疫奔rrBredillinは，早期の拒絶反応訪

止に有効。また輪血量を移植6カ月間に� 2000ml以上投

与例は良好。移植前後の抗体とくに抗� Bwarm抗体は，

移檀腎廃絶と相関する傾向を示した。� Totallymhoid 

lrradiationと骨髄移植による移植トレランス誘導の基

礎実験について述べた。� 

67.韓部食道癌切除諦後10年生存棋に対する考察

木下詫宏，羽生富士夫，小林誠一郎

遠藤光夫， 浜野恭一， 鈴木博孝

山田窮義， 鈴木茂， 中村光胃

〈東京女子医大・沼化器病センター〉

我々の経験した絢部食道癌切除術後� 10年生存例は，� 

1946年以降1964年迄の� 531例中50例，� 1965年以降1970年

迄の252例中34例で， 計恒例であった。これら症併の術

前挨査所見，手術時所見と痕理学的設索の結果，更に街

後10年以上経過したj患者の状態等を検討し報告した。

これら胸部食道癌の手術成績は，エ964年以前に比較

し，� 1965年以降で手術死亡率7.4%から� 5.1%に改善さ

れ，遺稿成績で10年生存率9.4拡が13.4%と向上してい

た。� 

68.頚部食道事における再建とくに腸管遊離移植の再

評極

遠藤光夫，羽生富士夫，小林誠一路

木下祐宏， 浜野恭一， 鈴木欝孝

山田明義， 斡木茂， 中村光司

(東京女子医大・滑化器病センター外科)

下咽頭察部食道癌の切除後の再建に，� micro vascular 

surgεryによる揚管遊離移植の経験伊jをのベ，再建法の

適芯として，下堀頭頭部食道iこ限局している癌には侵襲

の少ない点で遊離腸管移植を，頚胸境界部近くまで浸潤

の及ぶものには，食道抜去法，堀頭胃吻合を，というこ

とを述べた。� 

69. 心識外科20年

田宮達男，西沢直，北)JI素

(冨立千葉)

昭和35年より� 55年11月末までの自家心臓手術症例は� 

1211例で，関心粥960例，非関心街251拐の手鋳苑亡率は

夫々5.4%， 2.4%である。比較的早期より少量充填体外

錆環に讃撞的に取り組んだことが私共の特徴をなす。昭

和49年以降手街成譲は安定し，重症の特殊疾患以外の手

術死亡は議となワ，人工弁置換祷も手術，遠踊成績共に

著しく向上した。後者は人工弁，抗凝冨療法の進歩2 心

筋集護法の導入による所が大きい。


